
 

第 29回 にこまちプラン（西区地域福祉保健計画）推進・評価委員会 

日時：令和８年１月 16日（金）14:00- 

場所：西区役所 ３ＡＢ会議室 

 

次   第 

 

１ 開会の挨拶 

２ 第５期にこまちプラン区全体計画（素案）区民意見募集について 

３ 第５期にこまちプラン区全体計画（原案）について 

４ 意見交換・第５期にこまちプラン区全体計画の確定 

５ 講評 

６ 地区別計画の策定状況報告と今後のスケジュールについて 

７ 閉会の挨拶 

８ にこまちのうた 

 

 

事務連絡 

(1) 令和７年度にこまちフォーラム 

   日時：令和８年２月 21日（土）13時半～ 場所：西公会堂 

(2) 第 30回「にこまちプラン推進・評価委員会」 

   日時：令和８年度（日時は決まりしだいお知らせします） 

 

 

 

 

 

 



にこまちのうた（にこやか しあわせ くらしのうた） 

 

 

 

歌詞 

 

水仙の花が咲いたら 春はもうすぐやってくる 新しいこと何かしたいな 

そんな気持ちになってくる はじめよう 今日からわたしにできること 

声をかけたら 今日からあなたとお友達 

 

夏祭り 花火の下で 大きく広がる踊りの輪 知らない人でも 

一緒に踊っていると楽しいね はじめよう 今日からわたしにできること 

あいさつをして みんながつくる地域の輪 

 

モクセイの花が香って 秋の気配が漂うと みんなのことが気になる 

そんな気持ちになってくる はじめよう 今日からわたしにできること 

あなたとわたしの心でつくる支えあい 

 

よく晴れた空に 大きく高くかかった虹の橋 虹より高い西区を目指して 

しようできること はじめよう 今日からわたしにできること 

にこやかしあわせ くらせるまちをつくっていこう 

 



















































































計画全体に関すること、にこまちプランの策定・推進に関すること

No 意見
対応
分類

対応の考え方

第５期にこまちプラン区全体計画（素案）区民意見募集　ご意見及び対応分類一覧
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意見・提案
西区の人たちが、自分の作品（絵、書道、工作、裁縫、
その他いろいろ）を希望すれば展示される場所をつくる
内容
子供に限らず、大人の人たちでも、趣味や仕事などでつ
くったものを希望すれば展示されるようにするのがいい
と思います。
そして、展示されたものは誰でも見れるようにします。
効果
うまくいった場合、つくったひとは人に見てもらえて嬉
しいし、承認欲求も多少満たされて、場合によっては自
分が生き続ける意味をここで見つけるかもしれないと可
能性があります。また、子供が自分の作品を見てもらっ
て、目標5の健やかに育つことができると思います。
また、展示されていたのを見た人の間や、つくった人と
見た人、つくった人同士の間で「これすごいですね」
「これどうやってつくったんですか？」などと会話がで
きて、そこの間で関係ができて、地域のつながりができ
て目標4の達成にもつながります。
他にも、さまざまな作品が集まるので、お互いの作品を
尊重し合い、目標3にも繋げることができます。
この提案は、「つくる→展示する→見てもらう→会話が
生まれる」が成り立つ必要があるので、誰でも気軽に展
示を希望したり、見ることができるように、希望の仕方
や、展示場所に多少の工夫をする必要はあると思いま
す。

④
いただいたご意見につきましては、今後
の参考にさせていただきます。
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私は3・４・５・の目標に当てはまる
「作品てんじ（希望者のみ）」がいいと思います。理由
は子供だけではなく、大人も同じ場所に展示をしたらそ
の展示を見にきた人たちが老若男女問わず、たくさん話
したりすることができると思ったからです。希望制にし
た理由は絵があんまり好きではない子や飾られるのが恥
ずかしい子がいるからです。飾らなくても見に行ければ
「〇〇さんのこの絵が上手いな」など人の作品を褒め
あったりするなど地域の人たちと繋がりが持てると思い
ます。

④
いただいたご意見につきましては、今後
の参考にさせていただきます。

【対応分類】
①意見を踏まえ、原案に反映するもの　②計画に賛同いただいたもの　③計画の推進に活かしていくもの
④質問、その他要望
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にこまちプランとは？

前ページに描いた「にこやか しあわせ くらしのまちのすがた」に向けて、西区のまちやそこでの暮らしぶりを

充実させていく、それが「にこやか しあわせ くらしのまちプラン※（略称：にこまちプラン）」です。

　人が人を思いやり、少しずつ助けあい、
安全で安心な生活を送ることのできる地域をみんなでつくっていきます。

みんなが幸せになるように、
自分にできることをするためのプラン

西区に住む人、働く人、学ぶ人、西区にある施設、関係機関、行政など、
　西区に関係するすべての人が、

それぞれの立場でできることから始め、互いに協力して実行します。　

西区とつながるすべての人

こどもも高齢者も、障害があってもなくても、みんながそれぞれの個性を理解し、
それぞれの得意を生かして支え合い、活躍できるまちを目指します。

誰もが にこやか しあわせに くらすまち 
・　　　 ・　　　　  ・

にこまちプランは誰が進めるの？

どんな西区（まち）を目指す？

西区のマスコットキャラクター
「にしまろちゃん」

横浜市地域福祉保健計画
西区版キャラクター
「ちふくちゃん」

西区社会福祉協議会のキャラクター
「ニシ・ニコ・マッチ氏」

※正式名称は西区地域福祉保健計画（P.19 参照）

にこまちプランとは第１章
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横浜駅周辺及びみなとみらい地区を中心として、区の

北東部は横浜の都心として発展してきました。

国道１号沿い等の区南部の丘陵地は都心を支える業

務地として古くから市街化が進んできました。近年は共

同住宅の立地が進んでいます。

南部の丘陵地は都心にほど近い住宅地として利便性

が高い一方、古くから市街化が進み、住宅が密集してい

る地区もあります。

●総人口は約10.5万人で市内
最少
●市内多くの区で人口減少傾向
にあるが、西区は増加率が市
内最大。人口増加は今後も続く
と予想

●世帯あたり人員は1.82人と少
なく、市内で２番目に低い
●単身世帯比率は53.7％と高
く、中区に次いで市内で２番目
に高い

●区外からの転入者が転出者を
上回る。特に、20代の転入者が
多い
●１年以上５年未満に転出する人
の割合は、18.9％で市内で１番
高い

●高齢化率は18.9％で市内で２
番目に低い
●一人暮らしをする高齢者の割合
は9.4％と市内で４番目に低い
●一方、丘陵部の地域では、高齢
化が進んでいる

●集合住宅に暮らす人の割合が
７割を超える
●持ち家の戸建てに住んでいる
人の割合は20.4％で、市内で
最も低い

●事業所就業者数は約21万8千
人で市内で最も多い
●専修学校は区内に、12校が立
地し市内で２番目に多い

●横浜駅は、１日の乗降者数約
200万人の巨大交通ターミ
ナル
●一方、丘陵部の地域では、バス
の減便など、地域交通に課題
がある

●外国人居住者の割合は5.8%
で、市内で３番目に高い
●国別では、中国、ネパール、韓
国、ベトナムの順に多い

●第五地区、みなとみらい地区は海
を埋め立てて生まれたまち

●業務商業用地の多くが埋立地域
に集中

●その他の地域は古くからの住宅
市街地

人 口 世 帯 人口動態

高齢者 居住形態 就業者等

交 通 外国人 地 理

（出典：R2国勢調査 ほか）

N

第六地区

第五地区

第2地区

第3地区
第4地区

第一地区

みなとみらい
地区

国道16号
国道１号

横浜駅

▶交通の便利と不便が混在 ▶様々な国籍の人が暮らす

▶丘陵部は高齢化が進む ▶集合住宅が多い

▶人口増加が続く ▶単身世帯が多い

▶働くまち・学ぶまち

▶転出入が多い

▶業務・商業用地と住宅地が併存

西区ってどんなまち？第２章
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▶中心部はかつて海だったまち

横浜の都心を形成している横浜駅周辺（第五地区）とみなと

みらい地区はともに埋め立て地です。

入海（いりうみ）を取り囲む第一地区から第３地区及び第六

地区は、低地から丘陵にかけてそれぞれ戸部村（とべむら）と芝

生村（しぼうむら）を背景として市街地化してきた地区です。

第４地区はさらに奥の丘陵尾根部から成る地区です。

丘陵部・低地部（旧入海部）それぞれにがけ崩れや洪水など、

防災上の課題があります。

芝生村の南側海沿いに旧東海道が通り、区の西側に位置す

る保土ケ谷宿からは内陸丘陵部へと向かいました。

（出典：国土地理院標高データを背景として作成、横浜市地形図複製承認　令７建都計第9002号）

（出典：H28 西区まちづくり方針）

西区の立体地形と地区、町丁目

江戸時代の西区

西区ってどんなまち？  地形
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▶巨大ターミナル駅を有する利便性と丘陵部における交通課題が混在するまち

横浜駅は９路線、一日乗降者

数が約200万人に上る日本有

数の巨大交通ターミナルです。

一方、市内各方面へ延びる

鉄道、広域道路網に加え入海

（いりうみ）を埋め立てて生み出

された低地域を流れる複数の

河川によって、地理的に分断さ

れている地域もあります。

丘陵部は狭く坂の多い道路

体系により日々の買い物など、

日常生活における移動に課題

を抱えている地域があります。

広域的にみると、区全体とし

て南北を結ぶルートが弱くなっ

ています。

（出典：バス停・バスルートは、R4 国土交通省調査）

鉄道とバス網

西区ってどんなまち？  交通
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▶業務・商業用地が集まったまち

区域の14.5％が商業用地であり、その多くが横浜駅周辺とみなとみらい地区に集まっています。さらに、第

五地区の鉄道や河川沿いにはまとまった低未利用地※や工業用地が集まっています。その他の地域は市内で

も比較的古くからの低層住宅市街地が広がっています。

※低未利用地 ： 空地・空き家など、十分に活用されていない土地等のこと

西区ってどんなまち？  土地利用

土地利用現況
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▶人口増加が続くまち

人口は、区内多くのエリアで増加傾向を

示しています。一方、丘陵部の一部エリア

では人口減少がみられます。区全体として

は、今後も人口増加が続く見込みです。

（出典：実績値＝国勢調査　推計値＝横浜市推計）

（人）
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実績値　推計値
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19,291

11,437

70,904

19,860
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26,570
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30,696

78,320 84,944
94,867 98,532 104,935

111,983 118,993
126,366 133,761

西区ってどんなまち？  人口

将来人口推計

西区町丁目別人口増減（H27～R2）
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▶入れ替わりの大きなまち

年齢別人口割合の動向をみると、団塊ジュニアの世代にあたる50歳代をピークとして20歳代後半までの人

が多いことがわかります。

今後も現状の動向が続いた場合、20年後には著しい高齢化社会がやってくることになります。

また、居住期間が１年以上５年未満の人の割合は、18.9％で市内１位であり、人の入れ替わりが多いまちといえます。

（出典：国勢調査）

（人）
（人）

（％）

12.212.613.013.213.413.513.613.713.814.514.9
15.615.816.016.2

17.017.1
18.9

14.9

12.212.613.013.213.413.513.613.713.814.514.9
15.615.816.016.2

17.017.1
18.9

14.9

栄
区

瀬
谷
区

港
南
区

旭
区

金
沢
区

泉
区

南
区

保
土
ケ
谷
区

磯
子
区

鶴
見
区

中
区

緑
区

戸
塚
区

青
葉
区

神
奈
川
区

港
北
区

都
筑
区

西
区

横
浜
市

0

5

10

15

20

（出典：R2 国勢調査）

0

4,000

2,000

8,000

12,000

6,000

10,000

平成22年 平成27年 令和2年
令
和
6
年
中

令
和
5
年
中

令
和
4
年
中

令
和
3
年
中

令
和
2
年
中

令
和
元
年
中

平
成
30
年
中

-500

0

500

1,000

1,500

0-5歳 6-14歳 15-19歳

20-29歳

●20-29歳

●15-19歳
●30-39歳
●40-49歳
●65-74歳

●75歳以上
●50-64歳

●0-5歳

●6-14歳

30-39歳 40-49歳

50-64歳 65-74歳 75歳以上

西区ってどんなまち？ 人口の動向と動態

居住期間（１年以上５年未満の人の割合）

西区年齢別人口の動向 西区人口動態
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▶高齢化率は比較的低いまち

西区は総人口約10.5万人と、横浜市の中で最も小さな区です。

高齢化率は18.9％と、市内で都筑区に次いで２番目に低い、若い人が多いまちです。

一方、丘陵部においては、高齢化が進んでいます。（P12.13参照）

（出典：R2 国勢調査）

（出典：R2 国勢調査）
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（出典：R6 住民基本台帳）

地形に
町別高齢化率を重ねると…

西区ってどんなまち？ 参考データ: 地形と高齢化率

地形　

町別高齢化率　
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南部方面（主に第３地区及び第４

地区）の区境丘陵地帯は、高齢化

率が高くなっています。

これらのエリアは、山坂や狭い道

路が多く、木造住宅が密集してい

ることから、交通環境の整備や災

害に強いまちづくりが必要な地域

です。

（出典：R6 住民基本台帳）

＝丘陵部

急坂と狭い道路

丘陵部の
高齢化率が高い…！？

町別高齢化率　
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▶単身世帯が多いまち

最近の世帯構成とその変化をみると、単身世帯の比率が最も高く、年々増え続けています。

単身世帯比率は50％を超え、市内では中区に次いで２番目の高さです。

（出典：国勢調査）

（出典：R2 国勢調査）
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35.9 20.5 30.4 8.2 4.9
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30.2 20.7 34.3 7.7 7.0

53.7 17.0 19.8 5.9 3.7

51.0 17.4 20.6 6.5 4.5

49.5 17.7 20.6 6.8 5.4

44.5 18.4 22.8 7.2 7.1

西区ってどんなまち？  世帯

世帯構成

区別単身世帯比率
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▶働くまち・学ぶまち

昼夜間人口比率＊は190.2％と市内１位で突出して

高い数字です。

また、事業所従業員数も約21万8千人で市内１位の

多さです。

＊昼夜間人口比率
　夜間人口は、その地域に住んでいる人口、昼間
人口は、夜間人口から通勤・通学で流出流入する
人口を足し引きした人口です。
　昼夜間人口比率が100を超えると、その地域に
働き・学びに来る人が多いことを示しています。

（出典：R2 国勢調査）

（出典：R2 国勢調査）
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西区ってどんなまち？ 就業者

事業所従業員数
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2000年以降、３つの大学がみなとみらい

地区周辺に立地しました。

また、専修学校は区内に12校が立地してお

り、神奈川区に次いで市内２位の多さです。

事業所数（㎢あたり）は1,500か所を超え市

内はもとより県内１位を誇っています。

（出典：R5 学校基本調査）

（出典：R3 経済センサス）
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西区ってどんなまち？  就業者: 働くまち・学ぶまち

専修学校数

事業所数（㎢あたり）
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0％ 40％ 60％20％

交通利便性の良さ

横浜駅やみなとみらい周辺の賑わい

文化・芸術に身近に親しめる環境

自然や動物とのふれあい（野毛山動物園など）

魅力ある商店街や個店

川や海など、水辺の街並みや景観

旧東海道、掃部山公園などの歴史資産

集積した企業や商業施設

スポーツを身近に親しめる環境

人と人とのつながりが感じられるまち

その他

無回答

80％

n=1,094

無回答
20人/1.8%

とても住みやすい
301人/27.5%

住みやすい
724人/662%

住みにくい
45人/4.1%

とても住みにくい
4人/0.4%

区内に住む外国人の割合は、5.8％と中区、南区についで市内で３番目。

国別では１位中国、２位ネパール、３位韓国、４位ベトナムとアジア圏が多くを占めています。

「にこまちプラン区民アンケート※」から、西区の生活環境に対する満足度等を通じての区民意識を探りました。

回答者の93.7％の人が「とても住みやすい」「住みやすい」と回答しています。その理由（西区の良さや特徴につ

いて）として「交通利便性の良さ」を挙げる人が最も多い結果となりました。
※「にこまちプラン区民アンケート」＝西区内在住の18歳以上の男女3,000人（無作為抽出）を対象に、郵送によるアンケート形式及び電子回答。
　回答数1,094通（回収率 36.5％）

n=1,094
複数回答

（出典：R6 住民基本台帳）
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▶西区の住み心地について、
約94％の人が「住みやすい」
と回答

▶西区の良さや特徴について、交通の利便性を上げる
人が多い

　　　　　　　　　　　　　　  700人/64.0％

　　　　　　　　　　　　　 631人/57.7％

　　　　　　　　  421人/38.5％

　　　　　　    361人/33.0％

　　　　　　　352人/32.2％

　　　　　　  329人/30.1％

　　　　　249人/22.8％

　　　　 230人/21.0％

　　　 189人/17.3％

　　　 178人/16.3％

 42人/3.8％

 3.5％

西区ってどんなまち？  外国人: 様々な国籍の人が暮らすまち

外国人の居住者割合

 区民意識: 交通の便が良く、住みやすいまち西区ってどんなまち？
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n=1,094

どちらかというと
住み続けたい
453人/41.4%

住み続けたい
494人/45.2%

無回答
19人/1.7%

あまり住み続けたくない 104人/9.5%

住み続けたくない24人2.2%

86.6％の方が西区に「住み続けたい」「どちらかというと住み続けたい」と回答しています。

「解決すべき問題点」としては、第１位が「災害時の備えに不安がある」、第２位が「住民どうしの交流が少ない」

となっています。
（出典：R6 にこまちプラン区民アンケート））

0％ 20％

災害時の備えに不安がある

住民どうしの交流が少ない

地域活動の担い手が足りない

世代に関わらず、地域でできる場面が少ない

子どもや若い世代と交流する機会が少ない

子育てに関して地域に助けてくれる人がいない

その他

無回答

40％

n=1,094
複数回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　  415人/37.9％

　　　　　　　　　　　　　  327人/29.9％

　　　　　　　　　　　  283人/25.9％

　　　　　　　 182人/16.6％

　　　　　  143人/13.1％

　　　　109人/10.0％

　　　　　　　173人/15.8％

　　　　9.2％

▶【定住意向】住み続けたい人が大半

▶【解決すべき問題点】災害時の備えに不安がトップ

住み続けたいまち、
地域の防災やつながりに課題感あり

西区ってどんなまち？  区民意識: 
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西区のマスコットキャラクター
「にしまろちゃん」

横浜市地域福祉保健計画
西区版キャラクター
「ちふくちゃん」

西区社会福祉協議会のキャラクター
「ニシ・ニコ・マッチ氏」

1. 法的位置づけ

社会福祉法第107条に基づく「地域福祉計画」です。誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせる地域

社会の実現を目指し、地域住民、事業者、支援機関が福祉保健などの地域の課題に協働して取り組み、身

近な地域の支え合いの仕組みづくりを進める計画です。横浜市の計画は、福祉と保健の一体的な推進を重

視し「地域福祉保健計画」とした上で、市計画、18区の区計画及び地区別計画から構成されています。この

うち、西区の区計画と地区別計画が「西区地域福祉保健計画（にこまちプラン）」です。

また、社会福祉協議会が定める「地域福祉活動計画」と一本化して策定することにより、区役所と区社会

福祉協議会の取組を一体的に推進していきます。

2. 計画期間

１期を５か年計画として策定・推進しています。第５期計画は、令和８年度から令和12年度までとなりま

す。

3. 西区の特徴

西区では、にこまちプラン（西区地域福祉保健計画）を、区の総合的な計画として位置づけ、福祉保健の

分野にとどまらず、防災、防犯、まちの美化、デジタル化の推進なども対象としているのが特徴です。

にこまちプランの法的名称「地域福祉保健計画」とは？

第５期にこまちプラン第３章
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地区のみなさんが話し合い、つくりあげた「地区別計画」と
その取組を応援する「区全体計画」で構成

「区全体計画」と「地区別計画」で構成します。

「区全体計画」は地区別計画や地域活動を支援するための取組に加え、区全体に共通する課題解決に向けた

取組を進める計画です。

「地区別計画」は地区連合町内会・自治会を主たる単位として地域が課題を把握し、その解決に向けた取組を

地域が主体的に進めるための計画です。

にこやか  しあわせ  くらしのまち
・　　　  ・　　　   ・

地区支援チームが支援
地区別計画で共通する課題
（つながり、担い手、情報など）

地区別計画や地域の活動を
支援するための取組

地区では把握しにくい課題
（障害、認知症、生活困窮など）

区域全体の共通課題への対応

住みやすいまちを目指して、
地域が主体的に進める取組

地区の特徴や課題に合わせた
身近な取組

にこまちプランの構成

西区を目指します

区全体計画 地区別計画

計画の全体構成
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1. 新型コロナウイルス感染症の影響

世界的なパンデミックが続き、社会経済活動が制限され、人と人との接触がままならず、イベントや会合

などの多くが休止となりました。高齢者等の孤立、休校等による児童・生徒への影響、減収や失業等に伴う

生活困窮者の増加など、新たな課題も生じました。令和５年に新型コロナウイルス感染症は５類の位置づ

けに移行し、休止・縮小していた地域行事も次々と再開されていきました。

2. デジタル化の進展

コロナ禍で外出自粛や接触が控えられたこともあり、社会全体のデジタル化が進みました。リモートワー

クやオンライン会議、オンライン授業などが普及し、生活様式や働き方が大きく変化しました。

3. 自然災害の影響

令和６年１月１日に発生した「能登半島地震」や、同年８月に宮崎県で発生した震度６強の地震、これに伴

い「南海トラフ地震注意」が発出されるなど、大規模地震が相次いで発生しました。また、異常気象による豪

雨災害も全国各地で発生しており、自然災害に対する防災・減災の意識が高まっています。

4. 物価の高騰

世界的な政治経済の不安定要素が影響しエネルギー価格が高騰しました。これに伴い、電気代やガソリ

ン代が高騰するとともに、食品や日用品の価格上昇が続き、家計への負担が増加しました。

5. 少子高齢化社会の進行

コロナ禍に婚姻数が大きく減少したことの影響もあり、直近の出生数、合計特殊出生率は過去最低を更

新しています。一方で、高齢者人口・高齢化率は上昇を続け、いずれも過去最高を更新しています。

第４期計画の振り返り

第４期計画期間（令和３年度～令和７年度）の社会情勢
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第４期計画の振り返りとして、区民3,000人を対象としたアンケートを行いました。

経年変化を概観すると、次の点が明らかになりました。

●「健康」に関する視点での評価は、総じて上昇しています。

●「情報」を受け取る仕組みについて、デジタル媒体からのものが倍増しています。

●「安全性」に関する評価について、これまでは上昇傾向でしたが、コロナ禍を経て減少に転じました。

●近所づきあいなどの「つながり」に関する評価は、いずれも下がっています。

●西区への「定住意識」は、高い傾向が続いています。

※「にこまちプラン区民アンケート」（令和６年７月実施）
　対象者：西区内在住の18歳以上の男女3,000人（無作為抽出）
　実施方法：郵送によるアンケート形式及び電子回答
　回答数：1,094通（回収率36.5％）
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ちょっと困ったことがあった時に助けてくれる
近所の人や近くの友人がいる

健康のために、バランスの良い食事をとるなど、
食生活に気をつけている

地域や区役所からのお知らせや催し物の情報をホームページ、
SNSから得る

西区は「安全なまち」だと思う

自分が健康だと感じている

過去１年間の間に健康診断を受けた

かかりつけの医師がいる

かかりつけの歯科医師がいる

かかりつけの薬剤師がいる

健康のために、意識して運動したり、体を動かしたりしている

障害のある方と接する機会があった

障害のある方と接する機会をもちたい

家族以外で自分とは違う世代の人と交流する機会があった

自分とは違う世代の人と交流する機会があれば参加したい

近所のこどもにあいさつなど声をかけることがある

近所のこどもに注意することができる

今後も西区に住み続けたい
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2

2
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2

2

2

3

3

3

4

4

5

5

方向性

基本理念

26年度項　　　目基本目標 31年度 R6年度 前回比較

第４期計画の振り返り  にこまちプラン区民アンケート

にこまちプラン区民アンケート：主な回答項目の経年変化
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第４期計画を総合的に振り返り、第５期計画における重要な論点を整理しました。

第４期計画の振り返り 第５期計画における重要な論点／対応する取組・視点

社会情勢 ： 地震災害、豪雨災害の頻発
区民アンケート ： 災害への危機感の上昇
  防犯への危機感の上昇
団体ヒアリング ： 障害者視点の災害対策が足りない
推進評価委員会 ： 災害時に向けた日頃からの関係
  づくりが重要

社会情勢 ： こどもまんなか社会、少子化の進行
区民アンケート ： こども・子育て世代の関わり減少
団体ヒアリング ： こども・若者・子育て世代の
  居場所づくり
推進評価委員会 ： 地域と学校とのつながりづくりに課題
  地域と子育て世代の関係が希薄化

区民アンケート ： 障害者と接する機会を持ちたい人の
　　　　　　　　  割合の低下
  障害・認知症の理解が現状維持
第５期市計画 ： 外国人、性的少数者等の多様性理解
団体ヒアリング ： 誰もが活躍できる居場所づくりが重要
推進評価委員会 ： こどもの頃からの障害理解や、
  当事者の声を聞く機会づくりが必要

社会情勢 ： 新型コロナの蔓延、デジタル化の推進
区民アンケート ： 地域のつながりの希薄化が進行
  地域で交流する機会の減少
団体ヒアリング ： 担い手を育む工夫が必要
推進評価委員会 ： 地域活動と行政・関係団体の連携強化
  新たな担い手の発掘と活動の活性化
  が必要

区民アンケート ： 健康感、健康意識の向上
団体ヒアリング ： 健康づくりの取組を通じて、役割を
  もつかたちでの社会参加

区民アンケート ： 区民の約９割の方がスマートフォン
  を持っている
推進評価委員会 ： 必要な情報が行き届いていない
  にこまちプラン、にこまちのうたの
  認知度が低い

※「団体ヒアリング」（令和６年６～９月実施） ： 「子ども」「高齢」「障害」分野の活動団体等を対象としたヒアリング（計９団体に実施）
※推進評価委員会：西区地域福祉保健計画（にこまちプラン）推進・評価委員会の略（P.100参照）

※その他、区民アンケートや推進評価委員会等を踏まえた重要な論点
　その２
▶デジタルの積極的な活用と世代や対象者に合わせた情報発信
▶情報を届けることで生まれる新たなつながりづくり
▶にこまちプランや区政運営方針などを区民の皆様と共有し、西区に
　関係するすべての皆様で計画を推進

※その他、区民アンケートや推進評価委員会等を踏まえた重要な論点
　その１
▶健康づくりの更なる推進
▶健康づくりをきっかけとしたつながりづくりや居場所づくり

論点４ ： 持続可能な地域づくりに向けた「地域連携」の充実
▶自治会町内会をはじめとする地域のあらゆる担い手の連携促進
▶持続可能な地域づくりに向けた地域活動の支援
▶新たな担い手づくり
▶大学や企業など、多様な主体との連携・協働
▶地域の中の見守り活動の継続と気軽に立ち寄れる身近な居場所づくり

論点３ ： 地域共生社会の実現と包括的な支援体制の構築
　　　  （インクルーシブな地域の実現）
▶高齢者や障害者など誰もが安心して暮らせる地域づくり
▶認知症や障害などの理解促進と外国人や性的少数者など多様性の尊重
▶誰もが自分らしさを生かして活躍する地域づくり、障害者の社会参加を
　促進する環境づくり
▶犯罪や非行からの立ち直り支援と未然に防ぐ地域づくり
▶地域共生社会と包括的な支援体制の構築

論点２ ： こどもや若者の声を反映した地域づくり
▶こどもや若者の声を反映した政策形成・地域づくり
▶家庭・学校・地域・行政がつながり、社会全体でこどもを育む環境づくり
▶こどもや若者が活躍できる機会づくり
▶こどもや子育て世代を支える、地域の中の居場所・環境づくり

論点1 ： 防災・減災の取組と災害時に活きる「顔の見える関係
　　　  づくり」の推進
▶未曾有の自然災害に備えた防災・減災の取組
▶若い世代を含めた防災に関する意識の向上
▶災害時要援護者を含めた、災害時に活きる「顔の見える関係づくり」
▶安全・安心なまちを目指す防犯対策

第５期計画に向けて
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基本理念

方向性 目 標

にこまちプランが目指すまちの姿は、『誰にとっても住みやすい西区』です。基本理念に基づき、３つの方向性

と５つの基本目標によって、具体的な取組を体系的に進めていきます。

方向性①
地域のつながり・新たな地域福祉の

担い手を広げます。

方向性②
地域みんなで支え合い、課題解決が
できる地域づくりを進めます。

方向性③
あらゆる世代や生活形態にあわせて
情報が届く取組を広げます。

目標１
安全が確保され、安心なまち　

目標２
活気にあふれ、健康なまち

目標３
一人ひとりの個性を認めあい、
みんなが共存するまち

目標４
地域全体がつながりを持つまち

目標５
こどもが健やかに成長できるまち

西区に住む私たちは、住み慣れたまちで、

誰もがにこやかに、しあわせに、いきいきと

くらし続けることを目指します。

そのために、自分たちでできることは自分たちで行い、

人々がつながり、みんながともに

支えあうまちをつくります。

区全体計画
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 指標 Ｒ6（現状値） Ｒ10（中間値） Ｒ12（最終目標）

 地域の防災・減災活動へ参加する人の割合 10.0％ 15.0％ 20.0％

  92.0％ 97.0％ 100.0％

 西区は「安全なまち」だと思う人の割合※ 68.4％ 72.0％ 75.0％

要援護者との顔の見える関係づくりの
仕組みがある自治会町内会等の割合

自然災害や犯罪・事故等の被害、感

染症予防などに対しては、一人ひとり

が日頃から危機意識を高め、公助はも

とより自助の備え、地域のなかで顔の

見える関係を基にした共助の体制づく

りが求められます。

一人ひとりが日々の備えを進め、また

地域全体で声を掛け合い、助け合える

関係をつくることで、誰もが安全で安心

な暮らしができるまちを目指します。

未曾有の大災害に備え、地域で防災の取組が進められ

るなかで、より一層、一人ひとりの防災への理解、意識の

向上や、地域におけるつながりを軸とした共助意識の促

進、体制の強化が必要となります。

また、日常生活の安全・安心をおびやかす事件の発生や特

殊詐欺の深刻な被害などによって市民の不安が高まってお

り、社会全体での防犯対策の強化が求められています。

さらには「GREEN×EXPO 2027」の開催を契機として、

横浜駅周辺における環境美化の推進と、気候変動の緩和

などへ向けた脱炭素化の取組が求められています。

区民、企業や行政などの地域社会に関わる人々が、

日頃から「顔の見える関係」を築くことがより一層重要

になってきています。

こうした関係性は、地域全体の社会的つながりを強

化し、災害時の共助体制の構築だけでなく、平時の防

犯意識の向上や脱炭素社会の実現に向けた取組にも

つながります。

そのため、学校や各種事業者等の関係団体と連携

し、防災訓練、防犯パトロールやイベントなどを実施す

ることで、地域全体での意識を高めるとともに、地域

の「顔の見える関係づくり」へ向けた取組を進めます。

●子育て世帯向けの防災の取組

●防災まちづくり協議会の取組

●地域防災拠点訓練の実施

●「わたしの災害対策ファイル」  
（西区版災害時個別避難計画）

●日頃からの「顔の見える関係づくり」

●防犯関係の取組

●「GREEN×EXPO 2027」や  
脱炭素社会の実現に向けた取組

目指す姿 現状と課題

取組の推進に向けて

目指す姿の実現に向けた指標

コラム

※にこまちプラン区民アンケートの数値。Ｒ９年度（中間値）、Ｒ11年度（最終目標）に実施予定

目標１ 安全が確保され、安心なまち区全体計画▶
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❶ 災害時に地域で支えあい適切な行動を取ることができるよう、地域の防災・減災の取組の充実
に向けて支援します。
ア 在宅避難の周知啓発とそのための個人備蓄の推進及び災害時に誰もが自主的・迅速に対応行動が取れ
るための平時からの情報発信や事前啓発の強化

イ 地域防災拠点運営委員会や自治会町内会、マンション管理組合等の自主防災組織による自立的かつ継続
的な活動の支援

ウ 横浜駅周辺地区、みなとみらい地区の帰宅困難者対策として個人・企業による備えの促進及び事業者に
よる一斉帰宅抑制の取組推進

エ 災害に強いまちづくりに取り組む住民主体の協議会が主催する防災訓練・イベントなどの支援、不燃化対
策推進地区等の整備助成の周知

オ 災害ボランティアセンターが発災時に確実に機能できるよう、区役所・区社協・運営ボランティア等の関
係団体による連携の強化

❷ 誰もが安心して避難できるよう環境の整備と災害に対する備えを促進します。
ア こども、子育て世帯、障害者、外国人やペットの飼い主などへの避難時の対応に関する理解の促進及び災害
時要援護者も含め誰もが訓練に参加しやすく、避難しやすい避難所の構築に向けた支援、普及啓発の実施

イ 自治会町内会等へ災害時要援護者名簿の提供を進めること、あんしんカードの活用促進、ふれあい会によ
る見守り活動の支援や、災害時に避難する際に支援が必要な要援護者に対する個別避難計画の作成など、
地域での災害時要援護者支援の取組充実に向けた支援の更なる推進

ウ 「わたしの災害対策ファイル」の配付を通じて、要電源医療機器使用者の災害に対する備えの促進と地域理
解の促進

エ 要電源医療機器使用者が緊急時に充電が行えるよう、福祉避難所・地域防災拠点を含めた発電機などの
配備

❸ 地域の安全・安心を守るため、区民一人ひとりの意識啓発や地域活動の支援に取り組みます。
ア 各種広報・キャンペーンによる情報発信・普及啓発を通じた区民の防犯意識や交通安全意識の向上

イ 防犯灯・防犯カメラの設置支援などを通じた地域防犯の取組支援

ウ 地域、事業者や警察などと連携した防犯パトロールの実施

エ スクールゾーン対策協議会と連携した通学路交通安全対策の推進や、学校と連携した防犯活動の実施

❹ ポイ捨てされない清潔できれいなまちづくりを推進します。
ア 「GREEN×EXPO 2027」の開催を契機として、横浜駅周辺をはじめとして暮らしやすく、清潔できれいなま
ちづくりを推進するため、地域、事業者や各種団体への清掃活動の支援や協働による実施

イ ポイ捨てや不法投棄されやすい場所へ、注意喚起看板の設置

❺ こども、子育て世代から高齢者まで、誰もが安全・安心に生活できる環境づくりを進めます。
ア 地域からの要望を踏まえ、誰もが安全・安心に生活できるよう、道路・公園設備などの整備、改修を促進

❻ 適切な情報を伝え、地域の食や暮らしの安全を推進します。
ア 事業者や地域に向けて食中毒・感染症予防に関する情報を伝えることで、食や暮らし、地域活動の衛生を
推進

目標１　安全が確保され、安心なまち 具体的な取組
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４か月健診で配布している
子育て世帯向け備蓄品

「もしもにそなえる防災ノート」（備蓄のページ）

将来を担うこどもたちを災害から守るためには、こどもを育てる親・保護者の防災意識を高めると同時に、日

頃の家庭における備えが大切です。　

子育て世帯に正しい防災の知識と、必要な備えをしていただくことを目的に、３つの取組を行っています。

❶ 「赤ちゃん教室での防災講話」の実施
日頃の備えや避難時の行動について、わか
りやすくお話ししています。被災地派遣で
の経験をもとにしたリアルな体験談を交え
ながら、災害時にどう行動すればよいか、
災害へどう備えればよいかを具体的に学
べる内容となっています。

❷ 「４か月健診における子育て世帯向け
防災備蓄品」の配布
液体ミルクや防臭オムツ袋など、日常にも
使えて備蓄にもなるものをセットにして配
布しています。

❸ 「もしもにそなえる防災ノート」の配布
子育て世帯向け啓発冊子「もしもにそなえ
る防災ノート」を作成し、母子健康手帳交付
時などに配布しています。

赤ちゃん教室での防災講話の様子

目標１　安全が確保され、安心なまち 子育て世帯向けの防災の取組
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東小学校における防災授業西戸部羽沢西部公園

▶防災まちづくり協議会とは

災害に強いまちづくりを推進する住民主体の組織で、西区では東久保町夢まちづくり協議会と一本松まちづ

くり協議会が活動しています。東久保町夢まちづくり協議会は、防災倉庫整備や避難扉の設置、防災イベントの

開催などを行い、ハードからソフトまで多彩な防災まちづくり活動を展開しています。

一本松まちづくり協議会は、防災授業の実施や防災公園整備など、災害時の被害を最小限に食い止めるた

めに、具体的なプロジェクトに取り組んでいます。

平成17年 ： 東久保町夢まちづくり協議会 設立。エリア住民を対象としたアンケート、ワークショップを実施
平成19年 ： 「東久保町防災まちづくり計画」策定。環境整備や防災訓練など多岐にわたる活動を展開
令和  ３年 ： 「まちづくり功労者国土交通大臣表彰」を受賞。防災まちづくりの取組が評価される

カエルキャラバンは、遊びから防災知識を身につけ、意
識を高めてもらうことを目的としたイベントで「水消火器

で的あてゲーム」などの体験
プログラムが用意されまし
た。プログラムに参加すると、
ポイントを獲得でき、そのポイ
ントをおもちゃに交換したり、
オークションに参加できる仕
組みになっています。

東小学校において、協議会の方を中心に「身近に行わ
れている防災まちづくり」の授業を行いました。

地震火災被害を抑える
ための対策を考えるグ
ループワークの実施や、地
域で進めてきた防災活動
を児童の皆さんにお伝えし
ました。

西戸部羽沢西部公園のオープン(令和６年３月)、東小学校における防災授業(令和６年９月)●主な取組

平成18年 ： 一本松まちづくり協議会 設立。まち歩きや消防車進入体験などの実践的なまちづくり活動を行う
平成20年 ： 「一本松まちづくり協議会 防災まちづくり計画」作成
令和  ７年 ： 「令和７年度まちづくりアワード〈功労部門〉」を受賞
　　　　　 防災活動の拠点となる公園づくりを進めるなど、防災まちづくりに大きく貢献

一本松まちづくり協議会　「10年後、20年後の将来を見据えて、まちを着実に改善」を目的に活動

東久保町夢まちづくり協議会　「地域住民が主役となるまちづくり」を１つの目標に掲げ活動

●防災まちづくりの経緯

「行き止まり箇所に避難扉を設置（令和４年12月)「イザ！カエルキャラバン！ 東久保町 こどもぼうさ
いの日」開催(令和７年１月)

行き止まり 避難扉の設置

東台寺先の行き止まりに避難扉を設置し、地域の皆さ
んから「逃げ道が確保出来て安心」のお言葉をいただき
ました。 

防災活動の拠点となる「西戸部羽沢西部公園」は、令和
６年にオープンしました。発災時に屋根・四周にテントを張

り拠点として使用する防災
バーゴラと防災トイレ２基、テ
ント等を収納する収納縁台を
整備しており「いっとき避難
所」として機能します。

防災イベントの様子

目標１　安全が確保され、安心なまち 防災まちづくり協議会の取組

●防災まちづくりの経緯

●主な取組
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	全体・その他
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